


平成11年度兵庫県精神保健朦親会研修会］

今年は「元禄燎乱」にちなんで赤穂で研修会を開催しました。赤穂保健所及び職親会理事である米口

グリーンナセリーの米口さんの協力により、出席者34名（職親12名、関係者22名）でなごやかな雰囲気

な中、無事終えることができました。赤穂仁泉病院長の深井先生には、精神分裂病とてんかんという病

気について例を挙げてわかりやすく講義をしていただき、また赤穂市文化財団理事長の木山先生には、

赤穂義士について熱のこもったお話を最後まで楽しく聞かせていただきました。最後に米口さんには、

日常の訓練生とのやり取りを交えたお話で職親としての心情を語っていただきました。

「 こころの病の後遺症」
赤穂仁泉病院長深井光浩
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精神分裂病の症状を、職親さんの方にも知って

おいていただきたいと思うんです。症状は、起こ

り始めと考えられる初期の症状の急性期と、病気

が長く何年も何年も続いてきてしまったような慢

性期とに分けられると思います。初めの頃は、よ

く一般にいわれてますように幻聴、無いものが聞

こえてくる。それよりも前に、初期の段階では、

人によっては何となく不安な感じ、それから何と

なく眠れない、何か不気味な感じ、怖いような感

じがするというふうなノイローゼと同じような症

状が出る人が多いです。そういう状態から、段々

発展してくると、いわゆる幻覚の中でも、例えば

頭に以前言われていたショックなことが浮かんで

くるとか、その人の声で何かが自分の頭で回想さ

れて浮かんでくるんじゃなしに、実際に声がボッ

と聞こえてくる。その声の内容も大体あんまり良

い内容じゃなくて、馬鹿にしているような声とか、

自分をあざ笑っているような声とかそういうふう

な内容です。ただ言えるのは「自分を非難する声

が、突然頭の中に聞こえてくる」と言うのです。

こういう症状に対して、いわゆる病識、「自分は

病気であってこんなふうに聞こえるんや」という

認識がほとんどないことが多いんです。これが一

番この病気の厄介なところです。

最近、精神科のお薬はどんどん進んできました。

大体4分の 3ぐらいは完治じゃないですけれど、

私らよく寛解と言いますが、「大体その薬さえ飲

んでおけば再発はしないやろうと、後遺症も少な

くて仕事もできるし、社会復帰の状況になるだろ

う」というふうに考えられるようになってきまし

た。ところが、寛解状態で退院されて仕事にも行

くと、できればもう薬もやめてしまいたいという
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ことで、残念ながら 2年以内にやめてしまう人が

います。それで、 2年以内に服薬中断した場合は

約80％再発します。こういうふうに再発を繰り返

していきますと慢性期の症状が出始めます。これ

を私らは一般に後遺症と言います。この後遺症と

いう慢性症状は、自閉、閉じこもり、何もしない

無為、意欲の無さ、意識の低下、それからよく対

人関係が持ちにくくなる。対人関係に関しては非

常に過敏な方が多く、無為自閉が出てくるので日

常生活に関してはずぼらというのが特徴的です。

だから、職親さんがそういう人を相手にしていて

「こうしといてな」「はい」という何ともない会話

が、その人にとっては「こうしといてな、いうこ

とはどういうことや、なんか意味があってそうい

うふうにさせるんか、僕ができそうにない仕事や、

わざわざ困らせて追い出そうとしているのか」と

いうふうなことがあって、「あいつにやらせとけ

ばいいのに、なんで僕にこんなこと回してきたん

ゃ」というふうなところまで考えるんです。これ

は、ある意味でこういうふうな被害妄想的なもの

が残ってまして、対人関係にやたらと過敏になっ

てる状態なんです。その辺をいかに皆さん方に理

解してもらって、うまいことその人を使ってあげ
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去る平成11年11月3日、秋晴れのメリケンパー

クで「ハートフェスタ～心と心のふれあい広場～」

が開催されました。このイベントは、精神障害者、

家族、保健・医療•福祉関係者が、バザー、模擬

店、パネル展示、ミニステージによるカラオケ大

会や発表、ミニコンサートなど盛りだくさんの内

容で、市民との交流の機会を作り、相互理解を深

めることを目的として毎年行われています。今年

もたくさんの参加団体を集め、充実したイベント

となったようです。

その団体の一つとして、今年は兵庫県精神保健

職親会も参加しました。戦親会では、赤穂の職親

である米ログリーンナーセリーさんよりパンジ一

とテルスター（なでしこ）の花の苗600株を提供

していただき、当日花屋さんを開きました。メリ

ケンパークを訪れたたくさんの方に、訓練生たち

が一生懸命育てた花であることをアピールして、

きれいな花をお手頃価格で買ってもらうことがで

き、好評のうち完売に近い状態で閉店しました。

当日は、精神保健福祉センターのデイケアのメン

バーにも花屋の店員として手伝ってもらいました。

これからも職親会としてこのような活動の場を拡

げていきたいと考えています。

L, 
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